
第三部 言葉の時間形態 －想起・約束・現在－ 

 

A. 想起としての説教 

第九章 神の想起の中における説教の基礎づけ 

聖霊の現臨の中にはさまざまな時が包括される。この説教論の

中心部においては、み言葉の時間形態の分析がなされる。過去は

想起によって現在化され、想起は過去を聖霊の現臨の中へと取

り戻し、これを創造的なものとする。 

 第Ⅰ節  想起についての聖書的ー神学的黙想 

 第Ⅱ部  想起－歴史的批評－言語 

 第Ⅲ節  想起の奉仕 

 第Ⅳ節  聖餐と説教による想起 

 第十章 物語ることとしての説教 

聖霊はひとつの歴史について報告する。説教の本質に不可欠なこ

とは、物語るということである。受難物語が、説教による物語の

原型の物語を形づくるとすれば、多様な仕方で起こったし、起こ

りつつある救いを、さまざまな仕方で物語ることが可能となろう。 

第Ⅰ節 説教による物語 



第Ⅱ節 受難物語 

第Ⅲ節 日々のこととして物語ること 

第Ⅳ節 説話の手法による物語 

第Ⅴ節 教えとしての物語 

第Ⅵ説 現実存在の解釈 

  第Ⅶ節 危険 

 第十一章 説教と引用 

聖書が伝承するのは言葉である。説教の本質に属するのは引用で

ある。引用はしかしひとつの芸術的技巧である。現代文学は引用

の機能の新しい見方を取り次いでくれる。特別な引用の方法とし

て薦めうるのは、すでになされている説教の利用である。 

第Ⅰ節 予備的考察 

第Ⅱ節 引用の方法 

第Ⅲ節 付論・他人の説教を用いることについて 

第Ⅳ節 コラージュ 

第Ⅴ節 聖書による証明とモンタージュ 

  



第十二章 罪の想起 

聖書は罪について語る。説教の本質に属するのは、この罪について

語るということである。罪が想起されるとすれば、父祖の罪を抑圧

することはできない。ヨハンネス・ボブロヴスキーとパウル・アル

トハウスをつきあわせてみよう。 

 


